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発刊にあたって

環境のことを勉強し、将来は環境を守る仕事に就き
たいと思っている高校生諸君は多いと思います。その
ためには、どんな大学のどんな学部、学科に進んだら
いいのか？例えば環境学部とか環境学科というような
名前の付いたところならば環境のことが学べるのでは
ないか？確かにそうです。しかし、「環境」という名前

の付いていない学部や学科にも、環境のことを研究している研究室はたくさ
んあります。そして、環境を守る仕事、環境に配慮した仕事についている卒
業生もたくさんいます。

本書を読んでもらえればすぐわかるように、環境のことを研究している研
究室は、理科系のみならず文科系も含めてあらゆる学部にわたっています。
別の言い方をすれば、現代ではどのような学部や学科でも、それぞれの専門
の立場から環境のことを考えており、そこでは環境について学ぶことができ
るともいえます。しかし、その範囲がきわめて広いだけに、具体的にどのよ
うな面から環境を学び、研究し、そして将来どのような環境関連の仕事が待っ
ているか、なかなかわからないというのが実情でしょう。

本書は、これから大学・大学院で環境を学び、研究し、そして環境を守る
仕事につきたいと考えている君に、日本のどのような大学や研究室で環境の
研究を行っているかを紹介しました。そして環境に関連するどのような仕事
があるか、その一端を知ってもらうために贈りたいと思います。具体的には
本学会に所属する会員の中から１００の研究室を選び、そこでどのような研
究が行われているか、また卒業生が勤務する研究機関や企業でどのような環
境に関連する研究や事業に係わっているかを紹介しました。

本書は環境科学会が発足して25周年を迎える記念出版として刊行しました。
本企画にご賛同、ご援助いただいた富士電機株式会社ならびにいであ株式会
社に深く感謝します。本書が、環境を目指す高校生諸君の進路決定に役立つ
ことを期待します。

社団法人 環境科学会

　　会　長　  岡 田  光 正

岡田光正：	山梨県立甲府第一高等学校、東京大学大学院工学系研究科、国立環境研究所、東京農工大学	
工学部助教授、広島大学大学院工学研究科教授、同研究科長・工学部長、広島大学理事・	
副学長を経て、現在放送大学教授、広島大学名誉教授
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社団法人 環境科学会の概要について

【目　的】
本学会は、人間と環境に関わる学問分野の専門家や研究者などの相互

交流を図り、その有機的連携のもとに環境科学に関する諸問題を学際的
かつ総合的に調査研究し、環境科学の学術文化の発展に寄与するととも
に、これらの成果の普及・啓発に努め世界の環境保全や創造に貢献する
ことを目的としています。

【設立と経緯】
人間活動と自然環境の調和を維持し、豊かな環境を創造する新たな方

策を探求するためには、自然科学、社会科学、人文科学の広い分野の研
究者の密接な連携が必要であり、また息の長い学術的な研究が求められ
ます。

環境問題が現象の複合化、広域化、多様化などのために、より一層総
合的かつ長期的な取り組みを必要としつつある現在、学際的な研究体制
を永続的に維持すると同時に、環境科学に関心を有する多くの人々の英
知を結集することが重要だと考えます。

本学会は、環境科学全体の発展のために1987年11月任意団体として
発足し、その後、1993年6月に社団法人として認可され、現在に至って
います。発足後わずか6年で社団法人化に至った背景には、地球環境問
題をはじめ、人間社会と環境との関わりについて社会的な関心が高まっ
ていることが挙げられます。今後、人類生存の持続性と安全・快適性の
向上に向けて、本学会の果たす役割がますます期待されていると言えま
す。2013年には公益社団法人として認定を得るための準備を進めてい
ます。
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【事業の内容】
本学会は、次のような事業を行っています。

⑴  表彰・若手育成事業
・ 環境科学の研究において顕著な業績をあげた研究者に学会賞・

学術賞・奨励賞・論文賞を贈呈しています。
・ 若手研究者による創意ある研究企画の提案推進、及び毎年年会

（研究大会）に於いて優秀な研究発表を行った若手研究者と学生
に、最優秀発表賞ならびに優秀発表賞を授与し、表彰しています。

（次の３つの部門に分かれています）
①ポスドクおよび博士課程学生部門
②修士課程（博士課程前期を含む）学生部門
③学部学生、高専生、高校生部門

⑵  年会、シンポジウム及び講習会等の開催
・ 1988年以来、毎年1回年次研究発表会を各地で実施しています。
・ また、年会の際にテーマ・企画を公募し、シンポジウムを開催

しています。
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⑶  学会誌および学術図書の刊行
・ 1988年6月に創刊号を発行後、次年度から季刊誌に移行、2001

年度より年6回発行しています。
・ 本学会の会誌は環境科学関連の総合論文、一般論文、短報、研

究資料、論説、総説、解説等の記事からなります。2001年からは、
座談会やインタビューなど、学会の顔が見える企画記事も掲載
しています。また、この分野で
話題となっている新刊の書評や
学界の最新動向なども併せて掲
載しています。

⑷  その他の活動
・ 環境の保全・創造に関する調査および研究、内外の関連学協会

との交流や協力、会員相互の情報および研究の交流を積極的に
行っています。
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